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我 が 国 は 使 用 済燃料 を将来 に 必 要 な エ ネル ギー
資源 と

位置付け，原 子 燃料サ イ ク ル 政策 を 推進 して お り，使 用

済燃料 を再処理 す る ま で 貯蔵 して お く た め の 中 間貯 蔵

施設 の 建設 が 計 画 され て い る。中 問 貯 蔵 技 術 の 具現化 に

向 け て 貯 蔵 方法 の 開 発 研 究 が 産 官学 で 精力的 に 実施 さ
れ て い る が ， 特 に施 設 と公 衆 を 隔離す る 境界（敷地境界）
に お け る 線 量 評 価 は 施 設 の 貯蔵容 量 を 左 右す る もの で

あ り，合 理 的 な 評 価 手 法 の 開発 が 要 求 され て い る D 従 来，
敷 地 境 界 線 量 の 評 価 体 系 は 空 間 ス ケ

ー
ル が 大 き く，且 っ

多 くの 線 源 項 が 分布 し た評価体系 で あ る た め ，評 価 が 困

難 で あ っ た。本研 究 で は，容 器間陰影効果 に 着 目 し，使
用 済燃 料 中 間貯 蔵 施 設 の 合 理 的 遮 蔽評価手 法 を，以 下 の

検 討 項 目を 実 施 し確 立 し た ： （1）多数 の 中間貯蔵容器 を

取 扱 う遮 蔽 計 算 に 有 用 な モ ン テ カ ル ロ 分割結合計算法
を 用 い た 施 設 内 の 貯蔵容器数 の 増加 に よる 敷地境 界 線
量 変 化 量 の 評価，（2）容器 間陰影効果を用 い た敷 地 境 界

線 量 の 簡 易評価 手 法 の 確 立，（3）空 間 ス ケール の 大 き い

計 算 を 容易 に 行 うこ と を 目的 と し た 中 性 子 輸送 計 算 コ

ードMCNP −ANISN 　 W の 開発 及 び 合理 的 貯 蔵 庫 設 計への

適用性検討。本研究 に よ り開発 され た 評 価手 法 は ，中 間

貯蔵施 設 の 詳 細設 計前の 、施設 構 造 の パ ラ メータ サーベ

イ が 必 要 と な る 概念 設 計段 階 で 有 効 に 活 用 で き る もの

で あ る。

　　 Improvement 　of　Atmospheric　and 　Ocean
　 Dispersion　Model　in　Supporting　System　for
　 Emergency 　Response　to　Maritime　Transport
　　 Accident　Involving　Radioactive　Material
　　　　　　　 小 田 野直光、岡秀行

　　　　　　　　平成 19年10月 210
Proc ．　of 　The　15th　Int．　Conf．　on 　the　Packaging　and 　T

ransportation 　of 　Radioactive　Materials　（PATRAM2007）

当所 で は 、放 射 性 物 質 の 海 上 輸送 時の 事故時支援 に 資す
る た め 放 射 性 物 質 海 上 輸 送 時 の 緊急 時 対応 シ ス テ ム を

整 備 して お り、事故時の 放射線 に よ る環境影響評価 を行
う上 で 重 要 な役割 を 担 っ て い る。同 シ ス テ ム は、遮 へ い

計 算 コ
ードシ ス テ ム 、放射性物質漏洩時 の 大気 ・海 洋 拡

散 コ
ードシ ス テ ム 、地 図情報 と リン ク させ た被害影響 の

表示 シ ス テ ム で 構成 され て い る。本 論 文 は、同 シ ス テ ム

に 導入 され て い る 放射性物質 の 大気 及 び 海洋 拡 散 コ ー
ドシ ス テ ム の 拡張 に つ い て 報告 し た もの で ある。大気 拡

散 コ
ードシ ス テ ム に つ い て は 、単純 なプ ル ーム モ デ ル を

使 用 し て い る が、本研 究 に お い て は 、陸上 の 地 形 の 変 化
を 考慮 した モ デル の 検討を行 うと と もに、沿 岸域で の 計

算精度 向上 の た め の モ デル の 改良 と し て 陸域 と海 上 で

の 大気相 互 作用 の 組 み 込 み の 検 討 を行 っ た。ま た、海洋
拡散計算 コ

ー
ドシ ス テ ム につ い て は、従来の 限定 され た

海域 を よ り拡 張 す る た め の 海 流 デ ータベ ー
ス の 拡張 に

つ い て検 討 した。こ れ らの 検討 に よ り、放射性物質の 大

気 ・海洋拡散シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン を よ り現 実 的 に 実施す る

こ と が 可 能 とな り、被 害 対 策 に よ り的 確 に 反映 で き る 見

通 し が 得 られ た。

流出油モ ニ タ リン グの た め の 蛍光ライ ダー

　　 篠野雅彦、樋富和夫、山之内博

　　　　　　　 平成 19年7月

　　 可 視 化情 報 シ ン ポ ジ ウム 講演論 文 集

　　海 上 で 油流 出事故が 発 生 した場 合、環 境被害 を最小 限

にす る た め に 、早 急 に 適切な防除作業 を行 うこ とが 重 要 で

あ る。当 所で は、流出油防除作業を支援す る こ と を 目的 と

し、流出 油 の 発 見 とモ ニ タ リン グの た めの 航空機搭載型 リ

モ
ー

トセ ン シ ン グ装 置 を 開発 した。

　 こ の シ ス テ ム は 、ヘ リコ プ タ
ー

か ら海 面 へ 紫外 パ ル ス レ

ーザーを照 射 し、海 面 に浮 か ぶ 油膜 の 2 次元蛍光イ メ
ージ

を観 測 す る も の で あ る。ア クテ ィ ブ リモ
ー

トセ ン シ ン グの

た め 、夜 間や 荒 天 時 に お け る流 出油の 可視化 に 有効 で あ る

と考 え られ る。こ れ まで に、ヘ リ コ プ ター実 験 を行 い 、軽

油 と海水の 識 別 に 成功 し た。ま た、屋 内水 槽 実験 を行 い 、
水 中蛍 光物 体 （プ ラ ス テ ィ ッ ク 板 ） の 検 出 に成 功 した。

一 蝋 葎 驤

1

水 中 プ ラ ス テ ィ ッ ク板 の 4 波長可 視化画像

　 改訂 され たASTM 　 CTOD 試験方法の 検討
田川 哲哉 （名 大 〉、大 畑 充 （阪 大 ）、山 下洋

一
（IHI）、

堤
一之 （神銅）、半 田恒久 （JFE ス チ

ー
ル ）、井 上 健 裕

　 （新 日鐵 ）、川 畑 友 弥 （住金 ）、吉成仁志 （海技 研 ）、
　　　粟飯原 周 二 （東 大 ）、萩 原 行 人 （上 智大 ）

　　　　　　　　　平 成 19年 12月

冂 本材料学会第 13回 破壊力学 シ ン ポ ジ ウム 講 演 論 文 集

　CTOD 試験法は 1979 年 に BS5762 と して 規 格 化 され て 以

来，1989年 に は ASTM で も E1290 と して 規 格化 され，破

壊 靱 性 評 価 に 広 く使 用 され て き た。ASTM で は 、近 年 J 積

分を評価 して CTOD 相当値 に換算す る 手法 に変 更 した n

　木 講 で は 、ASTM 規格 と BS 規格 に基 づ く限 界 CTOD
評 価 法 に つ き検討 結 果を 紹 介す る u
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図　BS と ASTM で 評fllトiし た 限 界 CTOD 値 の 関係
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